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１．要点 
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〔本日起案するもの〕 
 5月度理事会協議事項提出の際に報告したとおり、「倫理」に関して「倫理規範」として制定する。 
 
※JFAの問題意識、意欲に加え、スポーツインテグリティが危ぶまれる昨今の状況も踏まえ、「倫理・コンプライアン
ス方針」を策定し、さらにJFA内部、国内サッカー界関係者への働きかけを具体化することとし、「倫理規範」を制定
する。 
 
※JFAリフォーム活動の再検証、議論を開始する中で新たに「倫理規程」を制定することが、現行規程との不整合
を行なう可能性等を考慮し、「倫理規程」については事務局にて持ち越し協議を行い、「倫理規範」に変更する。 
 
 
 

〔今後の事務局等の取り組み〕 
 「諸規則整備」、「教育・啓発」、「報告・相談体制の整備」 
   ⇒加盟団体、選手等、協働、指導、教育が必要なものについて着手を行なう。 
 
※スポーツ庁通達事項等を踏まえ、スポーツ界全体で日本代表選手等の不祥事を未然に防止すること、既にJ
リーグにて着手されているプロ選手に関する協働を継続していくこと、ユース年代選手への教育等 
（役職員、審判員、加盟団体等、全体で取り組みを推進する。） 
 
 
 
 



| | 

２．倫理規範の位置付け ※変更点（規範に変更/役職員行動規範は廃止しない） 
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JFAウェイ 
（行動指針） 

JFAの理念 

JFAのビジョン 

JFAバリュー 

役職員行動規範 

加盟団体 
選手等（登録者） 

JFA役職員 

懲罰規程、就業規則 
（加盟団体等） 

懲罰規程、就業規則 
（JFA） 

懲罰に関する規則の詳細、細則 懲罰に関する規則の詳細、細則 

サッカーファミリー全般 
左記以外のサッカーに
関わる人々（家族、サ
ポーター） 

倫理規範 
（関係者に判断・評価・行為の基準を提示するもの） 

コンプライアンスハンドブック 
（教育・啓発） 

サッカー行動規範 
（子どもたちを含め、前向き・わかりやすい判断・評価・行為の基準を提示するもの） 

コンプライアンスガイドライン 
（行動指針・宣誓等） 

※リニューアル予定 

※6月理事会にて制定 

※以後、新設予定 

※以後、整備予定 

倫理・コンプライアンス方針 
（日本サッカー界として決意表明するもの） ※5月理事会にて策定 
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加盟者（個人） 

加盟者（団体） 

３．倫理規範の規程類体系における位置付け 
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JFA 

定款 

基本規程 
（国内サッカー界の根幹を規定するもの） 

JFA単体 
※法人（組織・雇用・服務等） 

加盟者（団体・個人） 
※事業・サービス領域 

※規定内容（対象等）により、対象範囲は様々 

組織関連規程 
（組織設置・権限等） 

業務関連規程 
（会計・人事・システム等） 

労務関連規程 
（雇用・旅費・服務等） 

その他諸規定 
（各種の運用規則等） 

倫理規範 
（進化・内容の更新および対象範囲の拡大） 

指導者に関する規則 
（ 指導者等） 

審判員に関する規則 
（ 審判員等） 

競技会に関する規則 
（競技会運営等） 

その他諸規定 
（ 各種の運用規則等） 

役職員行動規範 

倫理・コンプライアンス方針 
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４．倫理規範となった経緯（補足説明） 
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１．基本規程・その他諸規定との整合性 
 個別最適とならないよう既存の諸規定の定めを優先することとした。 
 基本規程記載事項（遵守事項及び禁止事項、中立性及び差別の禁止、友好親善関係
の促進）、懲罰規程、審判員・指導者に関するそれぞれの規則内の規定事項、就業規則
など、関連規定が既に整備されている。 
 
２．規程制定だけでは不祥事防止はできない 
 規程類（規則や懲罰等）の制定がゴールではない。 
一人ひとり役職員の意識・知識等を高め、また集団レベルでの組織文化・組織風土を高
める必要がある。 
 教育・啓発、相談・援助等を行なうことが一番の近道であるため、名称にこだわらないこ
ととした。 
 
３．将来的な規程体系の進化に向けた準備 
 今回は倫理規範として、国内サッカー界全体に早期に啓発を行なうことを優先した。 
将来的には、定款、基本規程とそれぞれ日本サッカー界の根幹を規定する制度設計から
リフォームを行なうこととしている。 
 将来的に、倫理規程とするか基本規程内に服務原則全般を規定するか等着手したい。 
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５．教育展開のイメージ ※前回報告事項と基本同内容 
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 方針 ⇒ 規範 ⇒ 規程・規則・ガイドライン等（新設/改正） 

         ⇒ 教育ハンドブック準備 ⇒ 教育・啓発 ⇒ 実践強化へ 

（審判委員会にて作成した「審判員が署名・宣誓する約束」等よい取り組み事例もあり、今後の教育・啓
発に加え、他領域に展開する。） 


